
Reversible Graph Algorithms 

1. 研究分野 
　可逆コンピューティング 
　ー可逆アルゴリズム 

2. 目的 
　時間・空間計算量の観点で効率の良い可逆アルゴリズムを提案する 
　(UNIVERSITY OF COPENHAGEN Thesis) 

3. 背景 
　引き続き調査 

4. アプローチ 
　・​Janusにおいて効率良くグラフを表すデータ構造 
　　(左) adjacency matrix：行列で表す方法(無駄が多い) 
　　(右) adjacency list：matrixに比べて無駄がない 
 
　　adjacency list：ノードを表すnodes[ ]とエッジを表すG[ ]から成り立つ 
　　ーnodes：Index Valueを持つ(Gにおいてnodeのエッジを指す部分がどこからか) 
　　ーG: グラフのエッジ全ての情報を持つ 
 
　　＊adjacency list の情報を拡張することが可能(重みをつけるなど) 
　　　e.g. G[10][2] = {...}, {この部分の情報を自由に追加可能} 
　

 
 
  



　・​可逆深さ優先探索 
　　ー時間計算量・空間計算量：非可逆な可逆深さ優先探索と同じ 
　　ーゴミ出力：入力以外のゴミ出力なし(配列に開始・終了時刻を格納する場所が必要) 

 

 



5. 結果 

6. 有用性 

7. 限界・短所 

8. 次に何を読めばいいか？ 
 


